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渦巻ポンプ
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取扱説明書
I

A 仆��上ヒ 口 

この説明書を読んで理解するまでは､ポンプの操作および保守･点検杏

行わないでください｡

この説明書は､ポンプの操作または保守･点検を行う場合､いつでも調
I

べられるように大b]に保管してください｡

指輪工事を行う皆様へ こめ醜明勧よ､ポンプの疲作. 短さい.T■ ��

廃車■.点痕を行うお客掛こ必ずお漉し< 

宇戸ヲ?顎貯03 70



保証の限定

1.保証期間中,正常なご使用にもかかわらず､株式会社テラダポンプが納入した機械の設計･また
は工作の不備が原因で故障噸損が発生した場合に限り･その部分について無償で修理または
交換をします｡

2.前項による保証範囲は､不具合部分の機械的保証までとし､その故障に起因する種々の出箕およびそ

の他の規書の保証はいたしません｡

3.以下の故障､破規の修理は有状とさせていただきます｡

(1)故障､破規が当社の納入していない機器が原因で発生した場合

(2)保証期間経過後の故障､破挽

(3.)火災､天災地課等の災害および不可抗力による故障.1破損

(4)当社に東洋なしで実施された修理､･改造による故障､破規

(5)指定晶以外の部品をご使用された場合の故障､破損
l

4.ポンプの訊用や乱用が原因で発生した規書についての責任は全く無いものとします｡また､このこと

による技術長の派辻乗用は､有償とさせていただきます｡

･l

●

5.不具合の原因が不明確な塊合は協議の上､処置を決定することとします｡
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本書の目的

本書の目的は､ポンプについて､正しい操作および保守･点検方法を知っていただくために詳しい情
●    l

報を提鋲することです｡

また､寄書は､ポンプの操作経験者または操作経験者から指導を受けた人を対象として制作して& ')､

以下の情報を記載しております｡また､配線工事は＼電気工事士等の資格を有する人に限定して実施

してください｡
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1.安全について

1. 1 ▲　普告用語の種類と意味
I

取扱説明書では､危険度の高さ(または事故の大き.さ)にしたがって､次の4段階に分精して

います｡

以下の警告用語が持つ意味を理解し､本書の内容(指示)に従ってください｡

.警告用語 白�意味 

FA唇険l ��迂x+X+ﾘｮｸﾊ�,��9�H/�麌+ZH訷�.(輾麌,偖ﾘ.ﾘ,�*(,jH��e8.�+X*ﾘ,ﾘ��/��負う場合に使用されます｡ 

lA音告t ��hﾝﾘ+x.舒ｸﾊ�,��9�H/�麌+ZH訷�.(輾麌,偖ﾘ.ﾘ,�*(,jH��e8.�+X*ﾘ,ﾘ��/��負うかもしれない場合に使用されます. 

[些注意J ��hﾝﾘ+x.舒ｸﾊ�,��9�H/�麌+ZH訷�.(輾麌,偖ﾘ.ﾘ,�*(,jI(b霽傚ﾘ/�X�*H�ｨﾘr�または枚器.装置が損傷する場合に使用されます. 

注記 �,h*ﾘ,�(ﾘ�8/��8+X+ﾘ.��Hｺﾙ+(+X+ﾘ*(�饑�,�,(*(,H諍w�+8.ｨ-ﾈ+z��

1.‥2. ..安全順守事項

1.2. 1　運転操作に関する順守事項
I

(1 )電源を投入する前に､必ず電動機の端子指のカバーを取付けてください｡

内部の通電部分は100V～200Vであり､感電のおそれがあります｡

(2)電動機には水をかけないでください｡

屯動機に水がかかると､電気回鴇のショートおよび絶技低下により損傷することがあります｡

(3)ポンプを運転する時は､関係する作業員に周知させ､危険な箇所に作業者がいないことを確
'托して<ださい｡

(4).ポンプの運転中は､必雫な印分以外は触れないでください｡
I

(5).各嘩作印はていねいに嘩作してください｡

乱暴に操作すると､轍城の損悌および故障の原因になります｡

(6)現場兼任者から作業許可を与えられた人だけが操作をしてください｡

(7)ポンプの運転中は､必ず軸継手保はカバーを取付けて<ださい｡

(8)ポンプの上に工具等を置いたままで運転しないでください｡

(9)欠陥があったり､作動しない部品がある状態で運転しないでください｡

(10)電動桟の開口部に､指や物を入れないでください｡

感電やけがをするおそれがあります｡
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1.2.2　据付け･.保守.点検に榊する順守事項

(1)据付け･保守･点検の実施は､必ずポンプの取扱いの指導を受けた人がしてください｡

電気配線に関する作業については.･電気工事士等の有7R格者以外は実施しTlいでく.ださい｡

(2)保守･-点検を実施する場合は､作業関係者に周知徹底させて<ださい｡
･(3)保守･点検を実施する前には必ずポンプを停止し､操作盤の元電源を道断してください｡

電源を投入したままで作業をすると､感電のおそれがあります｡

また､作業中にポンプが作勤し､けがをするおそれがあります｡

電源供給元には必ず漏電遮断器を設置してください｡

(4)電動機には水をかけないでください｡

電動機に水がかかると､電気回指のショートおよび絶縁性下により損傷することがあります｡

(5)通電後は､操作に必要な部分以外はポンプに触れないでください｡

特に､電気回鴇に触れると感電のおそれがあります｡必ず端子箱のカバ｢を取付けてくださ

.い｡

1.3　警告ラベル配直図

¥告ラベル配置図を下図に示します｡もし､. ¥告ラベルが汚h.て読めなくなった,)はがれた,)
1

･　　.したときは､新しいラベルを貼り付けて<ださい｡

[壷潜告｣ ��
機械に貼り付けられた全て甲警告および､本取扱説明書 �,亢ﾈﾝ｢�

されている全ての警告に従ってください. ��

I
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2.ポンプの構成と概要

2.1　各部の名称と機能

①ケーシング
●.配管を棒杭します｡

内部で羽根車が回転し､揚液に圧力を与えます｡

◎電動機

③共通ベット

◎軸受ケース

密封玉軸受を内蔵しています｡

⑤軸継手

ポンプと屯動機の軸芯のズレを吸収し､動力を伝逢します｡

⑥軸姓手保琵カバー

⑦軸封部
‥軸貫通部からの水漏れを防ぎます'.

グランドパッキン方式とメカニカルシール方式があります｡



2.2　ポンプの仕様

標準品をお買上げのお客掛ま標準仕様の柵をご覧ください｡その他に､お客様のご希望により､

特殊仕様として仕様変更したものがありましたら､外形寸法図等の仕様書を参照してください｡

盃注意 

決められた製品仕様以外でのご使用は行わないでください｡ 

感電.火災.漏水..故障の原因FTlります. 

標準仕様 剪�

適用機種 儖F型 ��

取扱液 �H��'鉗鉗阯H孑�清水 
0-80oC ∫ 設置場所 刮ｮ内(周囲温度0-40℃) 

吸込全揚程 (20℃の場ム) 店���ｨ�ﾂ�-6m 

60Hz ロ 許容押込圧力● �0.29MPa 

t一一 棉蓮 �移ｨ鍈�クローズ ~~~_±_軸封 軸受 ケ-シンゲ. 主軸 �4�8�986�7�6(4ﾈ92�

密封玉軸受 

材質 僥C200 

SUS403 

羽根車 佰ｸﾆ�C�ﾓ��､d3#���
口径100-150:CAC406 

ただし 

sLF65.80はCAC406 

軍動機 偃ﾙ}��防滴保護形 ��極致. 摘�� 

.仕様電源 【許容範囲:±10%以内】 【相聞アンハ●ランス3%以内] �50Hz:三相200V ��
60Hz:三相ioo′2如V 

フランジ規格Il慧莞 價IS10K薄形 ��

2-2
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3.据付け

3. 1　ポンプと使用の前に
▲　●ポンプがお手元に届きましたう､ます次の事項を確認してください｡

もし不具合な点がありましたら､ご注文先にご連綿ください｡

fA注書意ー 

天地を確認の上､特に木枠抽由はクギに注意して開梱して 

ください.けがのおそれがあ,jます. 

(1)枯枝記載事項がご注文どおりのものかどうか｡

(2)輸送中に破損した箇所はないかどうか｡

(3)ボルト･ナット等締付け部分が樟んでいないかどうか｡

(4)と注文された付属品が全てそろっているかどうか｡

3.2　据付け時の注意事項

(1 )下記の条件を満足する場所に設置して<ださい｡
･風雨のあたらない場所

このポンプは屋郎安置用です｡屋外で使用される場合は風雨のあたらない場所に設置し

てください｡

･通気の良い､ほこりや湿気の少ない場所｡

.. ･.周囲温度が.0℃～40℃の範囲である場所｡
･関係者以外が出入りしたり操作したりできない場所｡

･できるだけ給水源に近い場所｡

A.; �5(�ﾔR�J冒､ 

吸込全揚程(吸込高さ+吸込配管抵抗)が標準仕様の範囲内

となるようにポンプを投直してください｡

(2)･ポンプは基礎コンクリ-トの上に､基礎ボルトで強固に固定してください｡

(3)ポンプの周囲には必ず排水用の溝を設けてください｡
l

(4)冬期に凍結の恐れがあも場合は∴ポンプ室あるいはポンプ､バルブ､･配管等に必ず凍結防止
l

対策を施してください｡

(5)ポンプ重の扉および壁材は､遮音効果の高いものを使用して<ださい｡

(6)ポンプを持ち上げる時は､必ず共通ベットの下をロープ等で吊るようにしてください｡

A 仆��dニ 口 

･ポンプの主軸や電動機の吊り金具などで梯器全体を吊り上げ

ないでください｡
･吊り上げる前にカタログ､外形寸法図などにより､楼器の重.

量を耽ト､吊り具q)定格荷重t;l上o)胤掛事吊らないでくだ

さいこ
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3.3　据付けの手順

(1)基礎コンクリートは､ポンプの重量や逆転荷主に充分耐える両横と深さに施工して<ださい｡
l

(2)基礎穴は､あらかじめ図面あるいは現物に合わせてあけてください｡

基礎ボルトと基礎穴寸法表

'FD 播ﾂ�FB 夫��H 

M10 �#���45 �����250 

H12 �#S��55 ��#��300 

M16 �3�R�70 ��S��370 

M20 鼎���90 �����450 

(3).基礎コンクリ｢トの上面は水平にし､ポンプの据付けにかかるまでに充分養生をしてくださ
l

い｡

.(4).ポンプを基礎コンクリートの上にのせIT<ださい｡
メ  ●

この時､共通べ･iJトと基礎コンクリートの間に四角の鉄板と金クサピを打込み､モルタルを

流し込むすき問をつくってください｡ f(1 0mm～30mm程度のすきrFl)

注一　記

金クサピは､ポンプの水平レベルを桐生すると同時にポンプ

の自重および退転荷重を受けるものです｡

できるだけ厚いものを使用し､枚数を少なくしてください｡

また､基礎ボルトに近付けて､均等に支持してください｡

P ��M ��� 挽������

I-- �� 
ltlll 鳴�TIHll 

育 �� 處r� 

･. (5)基礎ポル･トは共通ベットにナットで固定し､基礎穴の中心に吊り下げた状態にしてください｡
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(6)水準器を吐出フランジ面にのせ､水平になっていることを確認してください｡

水平になっていない場合は､金クサピで調整して<ださい｡

● ●

(7)軸芯の確隠(芯出し作業)
､ ●

ポンプは出荷時に芯出し調進を行っていますが●､輸送中および据付けの際に狂いが生じた場合

はこ桐生LTJおして(ださい｡

A.J' �5)e4R�母､ 

芯出しを正確に行わないと､枚器の破規あるいは振動･騒音

の原因になりますので､正確な芯出しを行ってください｡

3-知¶

A警 啖H6｢�
E3 

芯出しは軸牲手保抹カバーをはずして行いますが､逆転前に

必ず取付けてください｡

触手保護カバーをはずしたまま逆転すると､巻き込まれて

けがをするおそれがあります｡

(8)芯出しが終れば､基礎穴､共通ベット下部すき間､共通ベット周りにモルタルを打ってくだ

さい.'･･

完全に固まれば､基礎ボルトを締めてください｡
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3.4　配管工事の注意事項

(1)吸込配管はできるだけ短く､曲がりを少なくしてください｡

(2)配管類の重量がポンプ本件にかからないように､必ず支持装在(配管支え台)を設けてくだ

さい｡

r 1

(3)吸込配管は途中に垂気溜･f)が発生しないようiポンプに向かって上,)勾配(1/100以上)をつ

けてください｡

(4)吸込配管は.､ポンプの吸込口径と同一性以上のものを使用してください｡

.<

(5)吐出配管には､仕切弁と選止弁を取付けてください｡

.Oォ一夕一八ンマが発生する恐れがある場合は､様砺型迎止弁を取付けてください｡

(6)押込運転の場合､吸込配管に必ず仕切弁を取付けてください｡

(7)吸上退転の場合､吸込配管には仕切弁を取付けないで<ださい｡

(8)吸上運転の場合､吸込配管の末端には異物を吸い込まないように､ストレーナー付きフート

弁を取付けてください｡

(9)吸込配管の鮭手部分は､虫気が浸入しないように入念に施工してください｡

(io):工事終了強は､必ず受水槽内を清掃して､.A物を吸い込まないように注意して<ださい｡
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血管 蓬6｢�⊂:I 
I

配線は､良質の配線枚器を使い､電気設1割支術基準および内線規定

に従って､安全かつ確実に行ってください｡

配線工東は必ず､屯気工事士等の有栄枯者が実施して<ださい｡

無栄枯者による不完全な配線工事は､!法律で禁じられており､大変

危険です｡

(1)ポンプの1次電源側には必ず､蒲電道断器と過負荷保洋装丑を投正してください.

(2)感電防止のため､必ずアース線を取付けてください｡

アース線は電動概の端子指内のアース端子に接続してください｡

●A ��Lh. 

∩ 

ガス管あるいは水道管にアース娘を接続することは法律で禁じられ

ており､また非常に危険です｡

(3)電源配掛ま金属管また仕金属ダクトに入れてシールドを施し､管の外皮はアースしてくださ

い｡
●

(4)電圧の変動は定格電圧の士1 0%以内､周波数は士5%以内におさえてください｡

.その範囲を超えてど使用になりますと､故障の原因になりますので注意してください｡
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4.運転準備

4.1　拭運転前の確詮事項

4.1.1　電気系統の確訟

(･1)配線が正しく行われているかどうか碓訟してください｡
●

(2)･端子に様みがないか､締付けを確認してく･ださい｡

(3)確実にアースされているか確托してください｡
●

(4)過負荷保洋装置の設定値が､電動機の定格電流値にあっているかどうか確托してください｡

4.1.2　ポンプ関係の確認

(1)グランドパッキンが正しくセットされているかどうか確認してください｡

(2)ポンプを手まわしして軽く回転するかどうか碓況してください｡

動きか固かったり､ムラがある場合は､内部の錆び付きやqLランドバtiJキンの締めすぎか原

因ですd)で点検してください'｡

1lA注意 

ポンプの手まわし確認をする前には∴必ず元電源を遮断して 

ください. 

(3)吸込側の仕切弁は､全開にしてく O

LtいLl‖=‖

lHさだ

(4)呼水栓庖はずして､水があふれるまで呼水してください｡

このとき､ポンプを手まわしして､内部の空気を完全に追い出してください｡
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4.2　拭運転

(1)屯源のスイッチを1､ 2回ON ･OFFさせて､ポンプの回転方向を碓班してください｡

屯勤横側から見て､右回転(時計まわり)が正常な回転方向です｡

逆回転の場合は､屯源配線の3線の内の2線を入れ替えて<ださい｡

メ
I

(2)電源を投入して､ポンプを運転して'ください｡

(3).吐出QtIの仕切弁を徐々に剛､七､･規定の圧力になるように調整してください｡

(小圧力･屯流･.振動･騒音等に異常がTIL.､かどうか枯れてください:｡
I

(5)吐出側の仕切弁を閉じて､ポンプを停止してください｡
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5.保守･点検

5.1　保守･点検の注意事項

(1)日常の点検の際､特に次のような点に注意してください｡

①ポンプの吐出圧力･電流･振動･騒音等が平常と極端に異なる場合は､事故の前兆ですの

で､. 1r5. 3定期点検表｣■を参照し.'.早めに処置してください.A

そのために､運転日誌をつけることをおすすめします｡

②軸受の温度が異常に高くなった場合は､ポンプの運転を中止して､軸繁を点検して.くださ

い｡

注　記

軸受の許容温度は(室温+4 0℃)以下で7 0℃以下です｡

手で触れていられるようであれば問質ありません｡

メ

`③グランドバッキシから■漏れる水の王は､毎分5-1 0滴が適当です｡

漏れ量の調進方法については､ r5.皇グランドバLiJキンについて｣を参照してください｡

メカニカルシールタイプのものは､通常はほとんど水漏れはありません｡

水漏れがおおくなった場合は､交換してください｡

◎圧力計.達成計のコックは､普段は閉じておいて点検が必要な時だけ開いてください｡

⑤停電の場合は､必ず電源を遮断してください｡

通電時､ポンプが急に起動するため危険です｡

__A 蓬6｢�Eコ 

ポンプは締切運転状態で5分以上長くまわさないでください｡
一長時間締切逆転を続けると､ポンプ内の水温が上昇し､思わぬ

故障の原因になります｡
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(2)ポンプを長期間運転しない場合は､次の点に注意してください｡

①冬期などでポンプ内が凍結する恐れがあ.,).ます0)で.､.必ず保温するか排水してくだS.い｡

. ②長期間ポンプを運転しない場合､..軸封部が錆び付き手すので､グランド:Jtッキンを取出し

て水気を取り､tグ･J-ス等を塗うて防錆地理を施し.た後､新しいグランドパッキンを挿入
1

.　　してください9

･　③予備のポンプがある場合は､ときとき運転していつでも使用可能なようにしておいてくだ

さい｡

5.2　グランドパッキンについて

(1)､グランドJttiJキンから漏れる水の量は､毎分5-1 0滴が適当です｡

JttLlキン押さえの締め具合によって調整してください｡　　　　.

漏れた水が摩摸面を潤滑して､発熱を防止します｡

(2)濡れ量はだんだん多くなりますので､定期的にパッキン押さえの増し締めを行ってください｡

(3)増し締めを行うと､最後には締めしろが無くなりますので､その場合は新しいものと交換し

てください｡

l
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5.3　定期点検表

~~~血注意 

● 部品交換.修理等は､専F1の業者またはメ-力-指定のサ-ビス 

窓口に依持してください. 

誤った作業をすると､故障や事故の原因になることがあります. 

項 目 �5��+)�陜8��点検項目 �5��ｹd��判断基準 �5��ﾈｯ｢�劍����IV��
日 ��ﾆﾂ�ヶ月 ��D��部品名 ��I|｢�交嘩時期 

向 堤 瑞 電 源 �y7��仕様の範囲内 况��.���ｩ�"�mｨ雋�0-40℃以内 ��� �� �� ��

0-85知日未満 Tlいこと ��� �� �� ��遍虚 
0 �� �� �� ほこりなど 電源端子台 

電圧 ��ｩ.��規定電圧か ��■ ��� �� ��

重圧変動 ネジのゆるみ ��ｩ.��許容電圧変動範囲内 白� ��� ��ﾂ� ��

埠..捕 �.H.�-ﾘ,ﾈ,�*(+�,b� �� ���� �� 

ポ ン プ ● �移ｨ鍈�つまり 兒､�gD�5�｢�つまりの有無 �� ��0 �� ��
摩.托 兒､�iK)5�r�異常のないこと �� ��0 �� ��

主軸まわり 弌�5ﾘ*ｨ5�8��ｸ5�*��手回し ���ﾘ,偬H*ﾘ,�*(+�,b� �� ���軸受 ク●うソド八〇舛ソ �"����早年_i__ 

軸垂 價ﾒ颯ﾒ�草地 ���ﾘ,僖ﾘ*ﾘ,�*(+�,b� �� ���

ク●ラtJr八〇.JilJ メカ=仙シール 刔)�X�9�B��)�X�9�D｢�増綿 刔(.ｩ|ｨ,ﾙ4ｹ9h*�� ��� ��� 

目視 刔)�X,ﾈ,�*(+�,b�腰�ﾘ,ﾈ,�*(+�,b� ��� ��メカニ仙シール ���1年 

0 �� �� �� 外観 ���ﾘ將�*���聴覚 

絶縁抵抗 �#rﾖ苓,hｦX8ｨ49�(ｭB�メガ 牝ﾒv闌��8,ﾈ+�,b� ��I 勉F�� �� 

l
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●l

6.不具合の原因と対策
ポンプに異常がある時は､原因調査をよく行ってください｡また､部品交換･修理が必要な場合

は､必ず専門の業者またはメーカー指定のサービス窓口に依頼してください一

● 故障 I �8ﾈﾙ��対策~ ��

一I● ポンプが起動しない ��ﾂ�=Hﾋ�7�8bﾘ5�*ｩ��.ｨ,H*(.停�適正ヒューズに交換する 

結線が外れているか断線している 兢�8-ﾈ+ﾘ,ﾘﾏ�ｫx+x.��

スイッチ部の接触不良 ��ｩ�yYH/�+(ﾛ�+x.��

屯源屯圧が低すぎる �6I|ﾘ檍��,刋��+x.��

電動枚が故障している 兒ｨ���5��*ｩTｹwh,�+ﾘ-ⅹ�ｩnXｼh�(,��+(ﾛ�/�減ﾊh+x.��

軸封部が焼き付いている 

軸受が絹付いている 

羽根車に異物をかみこんでいる ■ 

ポンプは起動するが 規定の水量､揚程が 特ら.叫ない ▲ ● ��8爾�5��X5h984�>�,ﾈﾌI�X*ｩW9�ｸ+X,H*(.��充分呼水す声 

吸込配管より空気が浸入している 亶ｨﾙ飄ｨｬx,ﾈﾇ�mｨ/�+(-x.��

回転方向が逆である ��8��5ﾘ,僭ｩ�ﾈ/�.(.�*�*h.��

吸込揚程が高すぎる 兒ｨ���5��*ｩTｹwh,�+ﾘ-ⅹ�ｩnXｼh�(,��u(�/�減ﾊh+x.��

羽根車に異物が詰まっている 

ケーシング内に泥が堆積している 

I 羽根車､ケ-シtJrに異物がつまつている I 

羽根車が摩托している 

ライナリングが脚毛していち 

屯動機の過負荷 弌�5ﾙYIZｨ*ｩ�ｩ&�+X,H*(.唯�

ポンプの据付､芯出し不良■ ��8�+X/��8ｦﾘ,俎8*B�� 

吐出量が多い 俶I�云�/�ﾖ�,�,H覈vﾉLﾘ雇>�,�*�+8-�.�� 

グランドパッキンの締めすぎ 亢ｹ.�,ﾉ�(.ｨ�H,�,�.�.h*H,�+)�h+x.�� 

電源電圧が低すぎる �6I|ﾘ檍��,刋�ﾊh+x.�� 
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故障 侏H獣�対策 

軸受の過熱 俯(�8*ｩh��ⅹtｹ]ｸ+X,H*(.��分解.点検が必要なため､専門業者に 調査を依輯する 

グリースが老廃している 

主軸が曲がっている 

ポンプの据付､芯出し不良 ��8�+X/��8ｦﾘ,俎8*B�

● ポンプが振動する �移ｨ棈,�兒�*ｨｶﾈ-ﾈ.芥4�986�8�5��/��h+h,H*(.停粐��分解.点検が必要琴ため､酎快音に 調査を依頼する. 
軸受が序托､■規悌している 

主軸が曲がっている 

キャビテーションが発生している ��ｩnXｼh�(,��ｩ&ｸ+x.��

ポンプの据付､芯出し不良 ��8�+X/��8ｦﾘ,俎8*B�

_■
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アフターサービスはお買い求めの販売店へ 
 

● 東 京 支 社 〒１２０-００４３ 東京都足立区千住宮元町１３－１３ 千住 MK ビル９F  

  TEL ０３-６６２５-８５５８（代） FAX ０３-６６２５-８５５７ 

 神奈川営業所 〒252-0134 神 奈川県相模原市緑区下九沢 2125-1-101 

  TEL 042-774-3670（代） FAX 042-774-3671 

 北関東営業所 〒360-0015 埼玉県熊谷市肥塚 2 丁目 7 番 28 

  TEL 048-523-2654（代） FAX 048-525-5216 

 仙 台 営 業 所 〒984-0011 宮城県仙台市若林区六丁の目西町 3-33 

  TEL 022-287-0231（代） FAX 022-287-0235 

● 名古屋営業所 〒457-0004 愛知県名古屋市南区中江 2 丁目 2 番 9 号 

  TEL 052-819-0188（代） FAX 052-819-0180 

 静 岡 営 業 所 〒420-0884 静岡県静岡市葵区大岩本町 26-32 パークサイド城北 1F-C 

  TEL 054-200-1002（代） FAX 054-200-1003 

● 大 阪 支 社 〒540-0011 大阪府大阪市中央区農人橋二丁目１番 30 号 谷町八木ビル 9F  

  TEL 06-6940-1177（代） FAX 06-6940-1178 

 岡 山 営 業 所 〒700-0971 岡山県岡山市北区野田三丁目 9-10-2 岡崎事務所 1F 東 

  TEL 086-245-4497（代） FAX 086-245-7246 

 高 松 営 業 所 〒761-8078 香川県高松市仏生山町甲 836 番地 1 ガーデンハイツピュア 101 号 

  TEL 087-888-5118（代） FAX 087-888-5119 

● 福 岡 営 業 所 〒812-0016 福岡県福岡市博多区上牟田 1 丁目 6 番 15 号ウィスタリア東比恵ベース E-1 

  TEL 092-411-7555（代） FAX 092-411-7585 

 広 島 営 業 所 〒731-5136 広島県広島市佐伯区楽々園 3 丁目 5 番 28 号 楽々園Ｎビル 101 号室     

  TEL 082-563-7486（代） FAX 082-563-7487 

    

 お電話でのお問い合わせ 月～金 9：00～12：00 , 13：00～17：00 （土、日、祝日、大型連休を除く） 

    

 

 

 

 

 

 
〒635-8535 奈良県大和高田市東雲町 3 番 17 号 

TEL 0745-52-5101㈹ FAX 0745-23-0013 

E-mail ： info@teradapump.co.jp 

http://www.teradapump.co.jp/ 

営 業 所 一 覧 表  
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